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 ７月に学年ごとに行った｢明石高専防災団ｄ－ｐｒｏ１３５°｣の方々に再度来ていただき、 

９日（土）の午後、ＰＴＡ主催の防災学習会が行われました。今回は全校生徒が誕生月でグルー

プ分けされ他学年の人とともに｢避難所運営ゲーム｣をしました。 

最初は緊張していたグループもあったようですが徐々に話し合う輪が小さくなり活発に話を

していました。｢避難所では１分１秒が大事｣と次々と出される問題になかなかついていけていな

い人もいたようですが、グループで話し合いながら、ルールなどを考えていきました。 

２組  

今日の防災学習会をして避難

所の運営は大変なんだと思い 

ました。それはケガをしてい

る人や高齢者、ペットを連れ

ている人がいるとしっかり対

応しないといけないと思った

からです。知らなかったこと

を知ることができました。 

２組 

被災した人たちと譲り合い助け合いをすることと日頃から災害の意識を高める

ことが大事だとわかりました。今日は班の人と一緒に考えて、もし災害が起き

ても集まった人の中で動ける人と困っている人を手伝おうと思いました。 

２組  

普段こういったことをあまり考えたこ

とがなかったので、勉強になりました。

ペットや子ども、高齢者の方、病気の

人などに、どういうふうに接したらい

いかといろんなことを考えました。 

ありがとうございました。 

１組 

本当に災害が起こってみないとわから

ないこともあるけど今の自分たちにで

きることは今日学んだことだけじゃな

いと思ったからできることを学ぼうと

思いました。 

３組 

避難所の運営は人への配慮もしつつ、い

ろいろなことに目を向けないといけな

いから難しいと思いました。 

３組  

防災学習会を通して避難所で働く人に

はいろんなことを想定して役割やルー

ルを決めないといけなくて難しそうで

した。もし災害が起きたときは自分もで

きることをたくさんしていきたいです。

４組 

中学生にもできることがあったので、

災害が起こった時は地域と協力して

少しでもストレスが減るようにした

いと思いました。

４組 

災害時に全員平等というのはできないですが少し

でもそうできたらいいと思います。避難場所では中

学生の自分たちが活躍しなければならないのでも

し、避難することがあったら積極的に動きたいで

す。とても勉強になりました。 

４組 

防災学習会ではルールなどを学び

｢こういうことが起こるかもしれ

ない｣ということがわかってよか

った。また、普段運営している側

をすることはないから別の視点か

らいろんなことを学べました。

４組  

複数で考えることでいろんなアイデアがでてきてよかったです。採点してくれた人が

優しくて１０点をつけてくれました。家でも何か対策を考えてみたいと思いました。


